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章では，4～6 章の分析結果から，大学における調査についての考察を行い，Ⅲの 8 章では総合的考
察として，インターネットの普及した現在では，孤立環境でも学習者の求めるアニメ・漫画などのリ
ソースやソーシャルネットワーク利用など，目標言語との接触機会を得ることは容易なのに，そこに
踏み込まない教師の意識が学習者の意識やニーズとずれていることを論じ，結論として厳しい環境要
因を承知の上で日本語学習に向かってくる学習者の意欲を維持するには，教師の役割が非常に重要
で，教師の意識改革と質的向上が必要であるとしている。 
本研究は，観察・分析できた授業が少なく，キルギス共和国の事情の記述も，大学の全体的カリキ
ュラムや日本研究の現状などもっと広範で厚みのあるものが欲しかったところである。しかしなが
ら，これまで報じられていなかった当該地域の情報を呈示したことや，制約の多い環境での学習者の
学習意欲の維持・向上には教師のあり方がいっそう重要になることを指摘した点，教師と学習者の意
識のずれとその内容を明らかにした点は，他の環境の教室にも参考になる知見であり，日本語教育学
の発展に寄与するものである。よって，本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与される資格
を有するものと認められる。 
 
